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ピアノ協奏曲第 17番卜長調 KV453
Piano Concerto No.17 in G major, KV453 

Dオープニング
Opening 

図 第1楽章アレグロ

I .Allegro 

[12:32] 

囮 第2楽章アンダンテ [12:34] 

II .Andante 

＂ 第3楽章アレグレットフィナーレプレスト [07:55] 

m .Allegretto Finale Presto 

ウィーン・フィルハーモニー管弦楽団 WienerPhilharmoniker 

ピアノと指揮：レナード・バーンスタイン Pianistand Conductor : Leonard Bernstein 

監督：ハンフリー・1ゞートン Directedby Humphrey Burton 

収録： 1981年ウィーン、 Musikvereinssaal Wien 1981 

ムジークフェラインザール

t:_A~· バ―ンスタイン～モーツァルトを中心に —~ 

バーンスタインにとって最も身近な楽器はビアノだった。音楽との出会いのきっ

かけが 10歳のときに伯母から譲り受けたピアノであり 、その後、レッスンに通い、

門的な教育も受けた。そして 15歳で学生オーケストラ相手にグリーグのピアノ

協奏曲を弾き、 1937年にはマサチューセッツ州交懇楽団とラヴェルのビアノ協

曲（世界初演から 5年しかた経っていない現代曲だった）を演奏 した。つまりバー

ンスタインは、最初、ビアニス トとして頭角を現したのであった。彼は、ビアノ

のほか、作曲も手掛けていたが、その後、ミトロプーロスとの出会いがきっかけ

で指揮者を志 し、フィラデルフィアのカーティス音楽院に入学。そこでフリッツ ・

ライナーに指揮を学び、同時に厳格なイザベル ・ヴェンゲローヴァにビアノを師

した。

＂―い頃のバ ーンスタインは、ビアニスト（あるいはコンポーザー・ ビアニス ト）

としての活躍が目立っていた。例えば、ヨーロ ッパに渡っての初めてのレコーディ

ングは、 1946年、フィルハーモニア管弦楽団との弾き振りでのラヴェルのビア

協奏曲だった。

バーンス タインは、機会があれば、弾き振りを試みた。ニューヨーク ・フィル

の音楽監督に就任した 1958年には彼らとショスタコーヴィチのビアノ協奏曲第 2

番を弾き振りで録音し、 1966年のウィーン・フィルとデビュー ・アルバムではモー

ツァルトのピアノ協奏曲第 15番を共演した。
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バーンス タインのコンチェル トのレパー トリーはそれらのほかに、モーツァル

トの第 17番、第 25番、ベートーヴェンの第 1番、ガーシュウィンの 《ラプソディ ・

イン・ブルー》などがあった。彼はこれらをすべて弾き振りで録音している。しかし、

近年のアルゲリッチと同様に、バーンスタインは一人きりでのビアノ演奏を好ま

ず、ピアノ ・ソナタの録音はコープランドのもの (1947年録音）があるくらいだ。

バーンスタインの弾き振りのレパー トリーのなかでも、モーツァルトのピアノ

協奏曲第 15番と第 17番は、彼が若い頃から特に愛してきた作品である。バー：

スタインはこの 2曲を早くも 1956年 5月にニューヨークでコロンビア交響楽団

と録音している。そして前述したように 1966年のウィーン・フィル ・デビューの

演奏会でピアノ協奏曲第 15番を弾き振りし、録音も行った。 ビアノ協奏rlJ1第 17

番は 1968年のウィ ーン ・フィル定期演奏会出演時に弾き振りしている。

この DVDに収められている 1981年 10月、ウィーン楽友協会大ホールでのピ

アノ協奏曲第 17番は、以前に CD化されたライヴ録音と 同時期のものである。収

録当時バーンスタインは 63歳であったが、ピアノ協奏曲を弾く映像としては、彼

の最も晩年のものに違いない。CDに限って言っても、この演奏以後に、協奏曲的

な作品で録音されているのは、 1982年のロサンジェルス・フィルとの 《ラプソディ ・

イン ・ブルー》があるくらいだ。63歳は指揮者 としては若くても、ピアニストと

してはかなりのベテランといえる年齢だ。60歳を越えてもこのような油奏ができ

るとは、さすがオ人バーンスタインというほかない。

弾き振りの場合、ビアノのふたをとって、客席に背を向けて演奏する人もいる

が（たとえば、バレンボイム）、ここでのバーンスタインはビアノを通常のピアノ
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協奏曲油奏時と同じ向きに囮き、コンサートマスターに背を向ける位岡で弾いて

いる。それでも木管楽器を自分の正面に配置するという工夫は行っている。独奏

ビアノと木管楽器の絡みの多いこの作品ならではアイデアと言えよう 。なお、バー

ンスタインは、かつてリリースされていた 1970年のウィーン・フィルとのベートー

ヴェンのビアノ協奏曲第 1番の映像でも、コンサートマスターに背を向ける通常

のビアノ協奏曲のポジションで弾き振りをしていた。

バーンスタインにとって弾き振りとは、ビアノを弾くことによってオーケスト

ラのメンバーと直接コミュニケートする（音楽をエンジョイする）ことにほかな

らない。バレンボイムが弾き振りによって、オーケストラから独奏 ピアノまで協

奏曲のすべてを一人で治めようとしているのとは違って、バーンスタインは、指

揮者というよりも、 一人のピアニストとして演奏に参加しているように思われる。

でもそれはソリストとして活躍するピアニストが自分の独奏を聴かせようとする

のとも迎う。敢えて言えば、オーケストラのメンバーたちと大きな室内楽を楽し

んでいるということだろうか。バーンスタインはオーケストラのメンバーとより

深く音楽を共有するために弾き振りを行っていたのだ。

バーンスタインが自分の大好きなモーツァルトのビアノ協奏曲第 17番をウィー

ン ・フィルのメンバーと楽しそうに演奏 しているのを見ると、 200年の歳月を越

えて、モーツ ァル トがうれしそうに自分の協奏曲を披露している姿が目に浮かぶ

ようである。
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●モーツァルト：ピアノ協奏曲第 17番卜長調 K.453

ビアノ協奏曲第17番卜長調K.453は、同第14番変ホ長調K.449と同様に、モー

ツァルトの愛弟子のバルバラ ・フォン ・プロイヤー嬢のために1784年4月に作曲

された。バルバラは、ウィ ーン駐在のザルツブルク宮廷連絡官の娘で、 1784年か

ら85年にかけてモーツァル トに ビアノと作曲を学んでいた。有能なビアニストで

あったと伝えられている。初浪は、 1784年6月13日、プロイヤー家の別荘でバル

バラの独奏で行われた。プロイヤーはこの演奏会のためにわざわざオーケス トラ

を雇ったという。そしてこの日、モーツァルトはバルバラと2台のピアノのための

ソナタK.488を弾いた。

この作品では、それ以前のピアノ協奏曲と 比べて、木管楽器（フルー ト、オー

ボエ、ファゴット）の活躍が顕著になっている。

第1楽章：アレグロ。 付点のリズムを活かした生き生き とした第1主題で始まる。そ

れに対して滑らかな第2主題は少し醗りを帯びている。最後にカデンツアがある。

第2楽章：アンダンテ。 深みのある緩徐楽章。ゆったりとした歌のような旋律が心

にしみる。独奏ビアノ と木管楽器のやり とりが聴きどころ。この楽章にも カ.デ‘

ツアが用意されている。

第3楽章：アレグレット～フィナーレ、プレスト。 主題と5つの変奏に「プレスト」

のフィナーレが付く 。この協奏曲の作曲直後、モーツァルトが、街角で売られて

いたムクド リのさえずりにこの楽章の主題を聴き、うれしくなって、そのムクド

リを買った というエビソードが伝え られている。短調に転じた第4変奏が印象的。

そして、テンポを速め、陽気なフィナーレで明る＜締め括られる。
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●レナード・バーンスタイン

指揮者としてだけでなく、作曲家、ビアニス ト、教育者、著述家、平和運動家

として活躍した 「音楽家」 。1918年8月25日、米国マサチューセッツ州ローレン

スに生まれた。10歳の ときに伯母からピアノを譲り受け、音楽の才能を開花させ

る。ハーヴァ ー ド大学時代にミトロ プーロスから強い影親を受け、カーティスヰ

楽院でライナーに指揮を師事。 40年にはタングルウッドでクーセヴィッキーに学

ぶ。

43年8月、ニューヨ ーク ・フィルの副指揮者となり、同年10月に急病の ワル

ターの代役でニューヨ ーク ・フィルにデビュー。センセーショナルな成功を収め

た。44年には、ビッツバーグ轡で自作の交響曲第1番 《エレミア》を初演。45年

から48年まではニュ ーヨーク ・シティ勝の音楽監督を務める。53年にスカラ座

デビュ ー。57年には作曲を担当したミュ ージカル 《ウエス ト・ サイド ・ス トー

リー》が大ヒットした。

57年、ニューヨーク ・フィルの首席指揮者 となり、 58年から69年まで同フィル

の音楽監督を務めた。その間、マーラーの交孵曲全集の録音を進める。また、指

揮、司会、台本執筆を担当した「ヤング ・ビープルズ ・コンサート 」が大人気を

博した。

66年に 《ファルスタッフ 》を指揮してウ ィーン国立歌劇場にデビュー。69年

にニューヨーク ・フィルの音楽監督を退任してからは、フリーの指揮者として、

ウィーン ・フィル、イスラエル ・フィル、コンセル トヘボウ管、ニューヨーク ・

フィル、バイエルン放送轡、サンタチェチー リア国立アカデミー管、などに客

演。79年にはベル リン ・フィルを指揮。 作曲家 としては、 《オン ・ザ ・タウン》

や 《キャンディ ー ド》などのミュージカル、 3つの交牌曲のほか、 「ミサ曲」やオ

ペラ 《静かな場所》などの大作を残す。

教育活動にも熱心に取り組み、タングルウッド音楽祭やシュレスヴィヒ ・ホル

シュタイン音楽祭で後進の指樽にあたるほか、90年夏には札幌でPMFを創始し

た。

1990年10月14日、ニューヨークの自宅で永眠。
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